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IATAの旅客数予測-2037年までに2倍に

www.iata.org/economics 2Source: IATA/Tourism Economics
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2017 2019 2021 2023 2025 2027 2029 2031 2033 2035 2037

Passengers (billion, O-D basis)

Constant policies scenario

Globalization in reverse scenario

Policy stimulus and market liberalization

7.0b

3.5bn

8.2b

3.5%
Average annual growth in global air passenger 
journeys over the next 20 years

2.0x
The number of air passenger journeys in 2037 
compared with today



2037年の地域別旅客数-アジアが最大の市場に

www.iata.org/economics 3Source: IATA/Tourism Economics

アジア太平洋地区
2037年には39億人に



国別航空旅客数順位-中国・インド・インドネシア・タイが成長

www.iata.org/economics 4Source: IATA/Tourism Economics



世界各国のインバウンド旅客数
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Source: UNWTO  単位：百万人

Country 2015 2016 2017 17/16 GR

1France 84.5 82.6 86.9 5.1
2Spain 68.5 75.6 81.8 8.6
3United States 77.5 75.6 76.9 0.7
4China 56.9 59.3 60.7 2.5
5Italy 50.7 52.4 58.3 11.2
6Mexico 32.1 35.0 39.3 12
7United Kingdom 34.4 35.8 37.7 5.1
8Turkey 39.5 30.1 37.6 24.1
9Germany 35.0 35.6 37.5 5.2

10Thailand 29.9 32.6 35.4 8.6
11Austria 22.0 28.1 29.5 4.8

12Japan 19.7 24.0 28.7 19.4

輸送手段

欧州：陸海空
日本： 海空



アジア各国のインバウンド旅客誘致
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2010 
Rank

2017
Rank

Country 2010 2016 2017 17-16 17/16GR

Asia Pacific 208,174 305,967 323,059 17,092 5.6%

1 1China 55,665 59,270 60,740 1,470 2.5%

4 2Thailand 15,936 32,588 35,381 2,793 8.6%

8 3Japan 8,611 24,039 28,691 4,652 19.4%

3 4Hong Kong (China) 20,085 26,553 27,885 1,332 5.0%

2 5Malaysia 24,577 26,757 25,948 -809 -3.0%

5 6Macao (China) 11,926 15,704 17,255 1,551 9.9%

10 7India 5,776 14,570 15,543 973 6.7%

6 8Singapore 9,161 12,914 13,906 992 7.7%

7 9Republic of Korea 8,798 17,242 13,336 -3,906 -22.7%

9 10Indonesia 7,003 11,072 12,948 1,876 16.9%

12 11Viet Nam 5,050 10,013 12,922 2,909 29.1%

11 12Taiwan Province 5,567 10,690 10,740 50 0.5%

Source: UNWTO  単位：千人



2018年1月の官民連絡会 ファストトラベル

技術が全てを解決するわけではありません

関係者間の緊密な協力こそが成功の鍵です

技術の進歩による自動化技術の導入
–チェックイン: モバイルチェックイン, Self Baggage Drop
–保安：AIT, CT スキャナー, スマートレーン
–出入国: 顔認証

技術・運用・制度の近代化
–空港ごとに運用は異なる
–現状混雑の分析/認識と課題を解決する手法
–制度がそのままでは技術が活かしきれない
–保安機器は複雑化する脅威に対抗するため大型化



2018年1月官民連絡会 LoSの紹介
Level of Services (LoS) 
– IATAのAirport Development Reference Manual (ADRM)に記載されている空港オペレーション指標
のマトリックス

– 旅客が利用する空港施設のスペース（横軸）と待ち時間（縦軸）から、お客様へのサービスレベル
と空港施設の適正化を測りその改善を目指す

– LoSの進め方
現状のサービスレベルの把握

• 過剰設備

• 最適

• 部分最適

• 低サービスレベル
将来のサービスレベルの目標設定・計画



LoSの事例

チェックイン
- 2016年評価：低サービスレベル
- 自動化導入により、2020年ステータスを「部分最適」に

入国審査
- 2016年評価：低サービスレベル
- 混雑の原因：審査ブースの細分化と判断

- 審査ブースの細分化を簡素化してオペレーションする改善案
- 2020年ステータスを「最適化」に

（次ページにイメージ）

評価対象としたプロセス
– 出発階、チェックイン、出国審査、出国税関、国内保安検査、国際保安検査、搭乗待ちスペース（国際・国内）
– 入国審査、荷物受取、入国税関、到着階
– 乗継審査、乗継保安検査、乗継出国審査

評価内容
– 2016年時点での評価結果（実数）と2020年の航空需要予測数を比較
– 課題を抽出、数年後にも有効な解決策を検証

過剰設備 最適 部分最適
低サービス
レベル



現在空港で使われているテクノロジー

予約
発券

ﾁｪｯｸｲﾝ 保安検査入場
チェック

手荷物検査

出国審査 搭乗 入国審査 手荷物受取 税関

• ﾁｪｯｸｲﾝ機• 空港外ﾁｪｯｸｲﾝ
• ﾓﾊﾞｲﾙﾁｪｯｸｲﾝ

• ｾｷｭｲﾃｨｽｷｬﾅｰ
• 自動ゲート • 自動ゲート • RFID

Off Airport

Departure Airport

Arrival Airport
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手荷物預入

• ｾﾙﾌﾊﾞｯｹﾞｰｼﾞ
ﾄﾞﾛｯﾌﾟ

• 自動ゲート

身体検査

• CT ｽｷｬﾅｰ
• ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰX線装置
• ｽﾏｰﾄﾚｰﾝ
• 保安集中管理方式



顔認証の展開

予約
発券

ﾁｪｯｸｲﾝ 保安検査入場
チェック

手荷物検査

出国審査 搭乗 入国審査 手荷物受取 税関

• ﾁｪｯｸｲﾝ機• 空港外ﾁｪｯｸｲﾝ
• ﾓﾊﾞｲﾙﾁｪｯｸｲﾝ

• ｾｷｭｲﾃｨｽｷｬﾅｰ
• 自動ゲート • 自動ゲート • RFID

11

手荷物預入

• ｾﾙﾌﾊﾞｯｹﾞｰｼﾞ
ﾄﾞﾛｯﾌﾟ

• 自動ゲート

身体検査

• CT ｽｷｬﾅｰ
• ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰX線装置
• ｽﾏｰﾄﾚｰﾝ
• 保安集中管理方式



OneID –シンガポール空港の取組

予約
発券

ﾁｪｯｸｲﾝ 保安検査入場
チェック

手荷物検査

出国審査

搭乗 入国審査 手荷物受取 税関
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手荷物預入

身体検査

• 保安検査チェックポイント
の情報はImmigrationの情報
と連携されていない

• 一つのレーンにすること
で、旅客の動線がスムーズ



And many more partners in the One ID project

One ID Advisory Group



OneIDが促進される理由

Airport Airlines PassengersGovernment

効率化 コスト削減 〇 〇 〇
人材不足への対応・人的資源の有効活用 〇 〇 〇
乗継時間の短縮 〇 〇
定時運航 〇 〇 〇

安全 旅客の短期一極集中の緩和 〇 〇 〇
国境警備・出入国の厳格化 〇
人身売買や国境を越えた犯罪への抑止 〇
リスクベースの審査による効率性 〇

快適性 顧客満足度の向上 〇 〇 〇
待ち時間の短縮 〇 〇 〇
航空交通への魅力増大 〇 〇 〇 〇
国際競争力 〇 〇 〇



4 March 2019
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セキュリティの向上

Automation of manual ID checks at several check points
マニュアルチェック→自動化

• Avoid the Possible human error ヒューマンエラーの削減

• Count the Number of passengers processed and reconcile at the 
security checkpoint, immigration and boarding
各チェックポイント通過旅客の照合

• Re-check the suspicious passenger before security check point (to be 
integrated with iAPI)  疑わしい旅客の検出(iAPIとの統合が望ましい）

• Avoid Human Trafficking 人身売買への抑制効果



Centralized Image Processing（中央集中処理)の運用
• 複数ターミナル空港・遠隔地空港に有用
• 人材の有効活用
• 手荷物検査に集中
課題
• 現行保安制度の新方式への適用
• 保安機器のスペース確保

最新機器に対応した運用 –航空保安の例

別部屋で
モニタリング



TRAM-Threat and Risk Audit Matrix

IATAが開発した脅威とリスク監査マトリックス
空港ごとに異なる航空保安の潜在リスクの特定・計算・モニター
脆弱性を評価・リスクの優先順位
時間・労力・リソースのバランス

空港での保安強化
SeMS-Security Management System

ICAOが推奨する自発的なリスクの自覚・予防対応
空港保安に関する管理体制
セキュリティの共通認識・カルチャー
業務分掌の明確化
空港保安のチェック項目
エマージェンシーへの対応



OneID実現にむけて必要な取組

Regulation Process

Operation Technologies

OneID

プロセスフロー
関係者の目的の明確化
それぞれの役割と業務

データの取扱
機械化対応の制度
データの共通化
データ保持・廃棄
利用目的の厳格化

個人情報保護

旅客への周知
使いやすさ
従来手法との混在
航空関係者教育

顔認識の向上
あらゆる環境での顔認証の精度



まとめ
Passenger FacilitationとSecurity Enhancementのバランス

メリットの最大享受
効率化
安全性の向上
快適性

実現のための取組
制度
運用
技術



Thank you


